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私の提言

香
川
県
で
は
、
県
内
で
交
通
安
全
教
育
の

実
務
に
携
わ
る
機
関
・
団
体
に
よ
り
組
織
さ

れ
た
「
香
川
県
交
通
安
全
教
育
推
進
会
議
」

（
以
下
、
推
進
会
議
）
が
、
交
通
安
全
教
育

の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
異
な
る
組
織

が
垣
根
を
越
え
て
連
携
し
、
他
県
か
ら
の
注

目
度
も
高
い
。

推
進
会
議
は
、
01
年
に
行
わ
れ
た
「
体
系

的
交
通
安
全
教
育
の
効
果
的
推
進
に
関
す
る

調
査
研
究
」
が
母
体
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

研
究
会
を
提
唱
し
、
そ
の
活
動
を
行
っ
た
井

原
健
雄
さ
ん
は
、
交
通
安
全
教
育
で
成
果
を

出
す
に
は
、「
各
機
関
が
行
っ
て
い
る
教
育
内

容
の
再
検
討
、
危
険
予
測
と
回
避
、
他
の
交

通
参
加
者
を
思
い
や
る
こ
と
に
重
点
を
置
い

た
教
材
の
作
成
、
学
校
や
職
場
な
ど
の
現
場

で
教
え
ら
れ
る
指
導
者
の
養
成
、
各
教
育
機

関
の
連
携
強
化
と
県
民
へ
の
参
加
呼
び
か
け

が
必
要
」
と
提
言
し
た
。

こ
う
し
た
提
言
を
具
体
化
す
る
た
め
の
組

織
と
し
て
、
02
年
に
推
進
会
議
は
発
足
し
た
。

「
中
学
生
・
高
校
生
の
自
転
車
」
か
ら
「
若

者
・
成
人
の
四
輪
車
」「
高
齢
者
・
幼
児
」

「
高
齢
歩
行
者
」「
高
齢
運
転
者
」「
自
転
車

法
規
」
と
、
毎
年
の
活
動
テ
ー
マ
を
絞
り
込

み
、
各
組
織
が
お
互
い
の
活
動
を
尊
重
し
あ

い
な
が
ら
連
携
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す

る
。
例
え
ば

「
若
者
・
成
人
の

四
輪
車
」
で
は
、

高
松
大
学
と
自

動
車
教
習
所
、

安
全
運
転
管
理

者
協
議
会
な
ど

が
連
携
し
て
危

険
予
測
を
学
ぶ

「
コ
メ
ン
タ
リ
ー

ド
ラ
イ
ビ
ン
グ

※
」
教
育
を
実

施
し
た
。「
大
学
生
、
高
校
生
、
地
域
住
民

が
参
加
す
る
交
通
安
全
の
公
開
セ
ミ
ナ
ー
を

大
学
で
開
い
た
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
と
連
携
し

て
高
齢
者
交
通
指
導
員
の
講
習
会
を
実
施
し

た
り
と
、
相
互
乗
り
入
れ
は
進
ん
で
き
た
」

と
、
正
岡
利
朗
さ
ん
。

毎
年
作
成
す
る
危
険
予
測
の
動
画
教
材
も

先
進
的
な
取
り
組
み
だ
。「
現
在
普
及
し
て

い
る
交
通
安
全
教
育
の
教
材
は
、
ほ
と
ん
ど

が
静
止
画
像
か
ビ
デ
オ
。
私
た
ち
は
パ
ソ
コ

ン
で
再
生
で
き
る
Ｃ
Ｄ
│
Ｒ
Ｏ
Ｍ
で
作
成
し
、

県
下
の
全
小
･
中
学
校
及
び
高
校
な
ど
の
学

校
現
場
を
中
心
に
無
償
で
配
布
、
さ
ら
に
よ

り
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
え
る
よ
う
、
コ
ピ

ー
も
自
由
と
し
て
い
ま
す
」（
正
岡
さ
ん
）。

当
面
の
課
題
は
県
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
マ
ス
コ
ミ
を
介
し
て
情
報
伝
達
を

強
化
し
た
い
と
い
う
。
ま
た
、
現
場
で
の
指

導
者
養
成
も
課
題
の
一
つ
だ
。「
現
場
担
当

者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
に
、
教
材
を
パ

ッ
ケ
ー
ジ
化
し
て
提
供
し
た
ら
ど
う
か
」（
正

岡
さ
ん
）、「
子
ど
も
が
先
生
と
な
っ
て
お
年

寄
り
に
教
え
る
、
県
内
在
住
の
外
国
人
に
よ

る
効
果
的
な
海
外
事
例
の
紹
介
を
行
う
な
ど
、

切
り
口
を
変
え
て
伝
え
て
い
く
こ
と
も
効
果

的
」（
井
原
さ
ん
）
と
ア
イ
デ
ア
を
絞
る
。

10
年
目
を
迎
え
、
活
動
は
新
た
な
場
面
に

入
る
。
01
年
と
07
年
で
県
内
の
交
差
点
事
故

を
比
較
す
る
と
、
死
亡
者
数
が
66
人
か
ら
41

人
と
減
少
す
る
な
ど
事
故
も
着
実
に
減
少
し
、

同
時
に
、
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
も
見
ら
れ
る

と
い
う
。「
土
台
づ
く
り
は
確
か
に
で
き
た
。

し
か
し
、
教
育
は
、
粘
り
強
く
継
続
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
」（
井
原
さ
ん
）。

井原健雄さん 北九州市立大学大学院教授　　正岡利朗さん 高松大学経営学部教授

異
な
る
組
織
が
連
携
し
、

体
系
的
な
交
通
安
全
教
育
を
推
進

１０
年
続
い
た
活
動
、

今
後
も
粘
り
強
く

危険予測トレーニング（KYT）ーー危険感受性を育てる

自転車で、信号のない横断帯を渡ろうとしています
・あなたは自転車で横断帯にさしかかっています。
・右前方のクルマは止まっていて、まだ動いていません。標識はありますが裏側しか見えません。
・左のクルマはあなたが渡ろうとする横断帯の方に曲がる合図を出しています。

あなたはどこに注意しますか？
イラストの中のその個所に丸印を書き込んでください。▼

※「解答・解説」と「交通場面のイラスト

（カラー・A4版）」は下記SJのホームペ

ージでご覧いただけます。またPDFフ

ァイルもダウンロード（無料）できます。

【使用上の注意】
●営利目的での利用はおやめください。
●内容の無断転載、無断改変、一部抜粋しての利用
はおやめください。
●その他、使用に関するご質問はお問い合わせくだ
さい。

本田技研工業（株）安全運転普及本部
TEL：03（5412）1736

q少人数のグループをつくります。

w「交通場面のイラスト」を見ながら、

意見を出し合います。
eその後、「解説※」を参考にして、どん

なことに気をつけて運転すればいいか

再び話し合ってください。

http://www.honda.co.jp/
safetyinfo/sj/

活用方法

今回のKYTの題材は、Hondaの高齢ドライバー
用プログラム「いつまでも元気に暮らすために
危険予測トレーニング
30」から抜粋しています。
詳細については以下ホー
ムページ参照。

http://www.honda.co.jp/safetyinfo/
kyt/senior-training/

交通事故を防止するためには、路上で出会うさまざまな危険を予測することが大切です。このコーナーでは危険感受性を
育てるための題材をご提供いたします。今回は高齢者の方に、自転車運転中の危険を考えてもらうためのKYTです。
自転車利用者を対象にしたグループ教育の学習の中で活用してください。

第●回3 信号のない横断歩道を渡る（自転車）

○本田技研工業（株）C

※
コ
メ
ン
タ
リ
ー
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
＝
ド
ラ
イ
バ
ー
が
、

運
転
中
に
目
に
し
た
シ
ー
ン
や
そ
れ
に
対
応
す
る
自

ら
の
運
転
行
動
に
つ
い
て
言
葉
に
す
る
運
転
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
法
。
危
険
に
対
す
る
自
分
の
運
転
技
量
や
運

転
行
動
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
。

制限時間　

1分

毎
年
活
動
テ
ー
マ
を
絞
り

多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

北九州市立大学大学院教授・井原健雄さん

香川県交通安全教育推進会議は、第
29回（平成19年度）国際交通安全学
会賞業績部門を受賞した

作成した動画教材「知っておこう自
転車のルール」。この他にも５つの
動画教材を作成し、配布している

高松大学経営学部教授・正岡利朗さん

香川県交通安全教育推進会議＝「交通事故多発県からの脱却」「他県に誇れる交通マナーの向上」を図ることを目的に、各種教育プログラムの実施、教材の作成、人材育成、県民への情報発信など多
岐に渡って活動。県警に事務局を置き、県の関係部門6課、教育委員会事務局4課、国土交通省関係2機関、関係団体7機関、高松市のほか、県総務部国際課と県PTA連絡協議会がオブザーバーを務
める。井原健雄さん、正岡利朗さんは、推進会議の評価専門委員メンバー。


